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議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
毎
年
行
う

議
会
基
本
条
例
の
検
証
か
ら
、
今
後
の

重
点
課
題
を
決
定
し
、
先
進
地
視
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
視
察
し
た
芽
室

町
議
会
で
は
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
導
入
に
よ
る

効
果
と
し
て
、
１
つ
目
に
「
住
民
か
ら

の
要
望
、
提
言
な
ど
広
く
意
見
を
聴
取

し
、
政
策
提
案
機
能
を
強
化
で
き
る
」、

２
つ
目
に
「
議
員
の
な
り
手
不
足
の
解

議
会
運
営
委
員
会

消
に
つ
な
が
る
」
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
課
題
と
し
て
、
議
会
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
始
め
る
た
め
に
は
、
全
会

議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
配
信
や

資
料
、
会
議
記
録
を
公
開
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
住
民
と
議
員
が
同
じ
情
報
を
共

有
す
る
環
境
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
検
証
は
こ
れ
か
ら
行

っ
て
い
き
ま
す
が
、
開
か
れ
た
議
会
の

実
現
に
向
け
て
「
情
報
公
開
」
と
、「
市

民
参
加
」
の
機
会
の
拡
充
の
た
め
、
さ

ら
に
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
21
日
の
常
任
委
員
会
で
は
、
令

和
２
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
定
例
会
で
の
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。

第
１
常
任
委
員
会

　

る
も
い
プ
ラ

ザ
の
移
転
に
つ

い
て
商
店
街
振

興
組
合
連
合

会
・
テ
ナ
ン
ト

３
店
舗
そ
れ
ぞ

れ
の
使
用
面
積

が
確
定
。
市
は
、
商
店
街
振
興
組
合
連

合
会
使
用
部
分
（
１
階
待
合
ス
ペ
ー
ス
、

２
階
ま
ち
な
か
賑
わ
い
広
場
）
の
委
託

料
な
ど
を
積
算
、
５
月
上
旬
に
開
業
す

る
方
針
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、音
楽
合
宿
の
取
り
組
み
と
、さ

ら
に
６
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
の
「
ス

ク
ー
ル
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

支
援
す
る
予
算
を
確
認
し
ま
し
た
。
６

月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
道
の
駅
開

業
準
備
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
開
業
事
業
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で
は
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
と
発
行
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ラ
ジ
オ
を
用
い
た
議
会
の
広

報
、
意
見
交
換
会
に
よ
る
議
会
の
広
聴

の
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

「
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
」
は

11
月
20
日
、
る
し
ん
ふ
れ
愛
パ
ー
ク
を

会
場
に
市
民
30
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

各
常
任
委
員
会
お
よ
び
決
算
審
査
特
別

委
員
会
か
ら
の
報
告
、「
道
の
駅
」
と

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

「
子
育
て
支
援
」の
２
つ
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る
行

政
側
の
回
答
な
ど
を
ま
と
め
た
報
告
書

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ん

と
情
報
や
、
意

見
の
交
換
を
行

う
機
会
を
設
け

て
い
き
ま
す
。

　

老
朽
化
の
た
め
改
築
さ
れ
た
千
鳥
町

教
職
員
住
宅
を
12
月
24
日
に
現
地
視
察

し
ま
し
た
。
建
物
は
、
１
棟
木
造
２
階

建
て
の
８
戸
で
、
転
勤
の
多
い
教
職
員

に
安
定
か
つ
良
好
な
住
環
境
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
関
係
で
は
、
第
２
期

留
萌
市
子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
の
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
６

第
２
常
任
委
員
会

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
「
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
」
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
す
る
留
萌
市
立
病
院
の
対
応
に
つ

い
て
、診
察
、感

染
防
護
、
病
源

体
診
断
検
査
な

ど
の
診
療
方
法

に
関
す
る
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
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　講習会では講師の
指導を受けながら、
タブレットの初歩的
な操作方法を学びま
した。最初は慣れな
い機器の操作や専門

日第２常任委員会、20 日議会広報広聴常任委
員会、21 日第 1常任委員会と、紙資料のない
ペーパーレス会議が始まっていきました。令和
２年第 1回定例会では、いつもの分厚い予算
書は姿を消し、多くの議員がタブレットだけを
操作して審議に臨みました。タブレットを使用
することで、大量の紙資料を持ち運ぶことなく、
タブレット１台に集約することができ、議員そ
れぞれがその便利さを体感したところです。
　また、万が一の災害時において迅速な情報収
集、被災状況を瞬時に共有できるなどの利点が
あります。タブレットから必要な資料を取り出
すことで、市民の問い合わせに即座に対応し、
行政と市民との橋渡しがスムーズになり、政策
立案に大きく貢献することができます。

　留萌市議会では、開かれた議会の実現に向けた「情報公開」「市民参加」の機会を拡充す
るためにタブレット導入が必要であるとして、年度内の整備を目指してきました。

　このほど、タブレットが導入されたことから、
留萌市議会では、ペーパーレス会議システム（紙
資料のない会議）の本格稼働に向け、２月５日
に議員を対象にタブレット機器の操作講習会を
実施しました。

用語に戸惑う議員もいましたが、徐々に操作に
慣れ、将来のペーパーレス会議や迅速な情報収
集に向けた可能性を大いに感じたところです。
　2月 17 日の議会運営委員会を皮切りに、19

「ペーパーレス会議」がスタート「ペーパーレス会議」がスタート
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議会です こんにちは議会です こんにちは

予算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）３月11日から12日まで予算審査
特別委員会を開きました。

留萌市議会だより

令
和
２
年

令
和
２
年  

第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

一
般
質
問
と
答
弁

質
問

中
西
市
政
の
任
期
折
返
し
点
に
つ
い

て
　

中
西
市
政
は
、
早
い
も
の
で
２
年
が
経
過

し
、
任
期
の
折
返
し
の
中
間
点
を
迎
え
た
。

こ
の
２
年
間
、
市
政
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

行
政
執
行
を
進
め
て
き
た
「
感
想
と
評
価
」

と
、
残
り
の
任
期
２
年
間
で
力
を
注
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
「
施
策
と
抱
負
」
を
伺
い
た

い
。

答
弁

待
機
児
童
対
策
、防
災
機
材
の
強
化
、

地
域
医
療
の
充
実
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
後
と
も
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
基

本
と
し
、
時
代
の
変
化
や
、
直
面
す
る
課
題

に
速
や
か
に
対
応
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

市
民
の
期
待
に
応
え
て
行
き
た
い
。

質
問

留
萌
市
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書

に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
７
日
、
留
萌
市
農
業
委
員
会
は

「
留
萌
市
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
」
を

市
に
提
出
し
た
。

　

そ
の
要
望
書
を
受
け
た
市
長
は
、
ど
う
受

け
止
め
、ど
の
よ
う
に
応
え
て
行
く
の
か「
具

体
的
な
対
策
」
を
伺
い
た
い
。

答
弁

農
業
委
員
か
ら
９
項
目
の
要
望
が

あ
っ
た
。
農
用
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
推

進
の
た
め
の
要
望
は
、
農
業
を
振
興
し
て
い

く
中
で
、
貴
重
な
意
見
と
し
て
受
け
進
め
て

お
り
、
地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
、
農
業
者
や

関
係
団
体
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

横
田質

問

衛
⽣
看
護
科
誘
致
の
必
要
性
に
つ
い

て
　

少
⼦
⾼
齢
化
と
進
学
・
就
職
に
よ
る
若
年

層
の
市
街
流
出
、
看
護
師
不
⾜
に
対
す
る
対

策
に
つ
い
て
。
ま
た
、
今
後
の
留
萌
市
の
⼈

⼝
形
態
の
⾒
通
し
に
つ
い
て
、
地
域
を
⽀
え

る
医
療
・
看
護
の
必
要
性
か
ら
、
現
在
の
留

図
る
と
と
も
に
、
安
全
を
確
保
し
た
上
で
釣

り
客
へ
の
岸
壁
解
放
を
継
続
し
て
い
く
。

　

み
な
と
オ
ア
シ
ス
開
設
に
向
け
、
代
表
施

設
と
港
を
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
留
萌
の
良
さ

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
国
や
関

係
機
関
の
協
⼒
も
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

鵜
城質

問

ご
み
分
別
が
困
難
な
⾼
齢
者
等
の
⽀

援
策

　

留
萌
南
部
衛
⽣
組
合
の
小
平
町
、
増
毛
町

で
は
、
す
で
に
ご
み
の
分
別
が
困
難
な
⾼
齢

者
な
ど
に
対
し
、取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
昨
年
、
国
も
「
自
治
体
が
実
施
す
る

要
介
護
者
や
障
害
者
等
の
ご
み
出
し
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
世
帯
へ
の
⽀
援
」
に
対
し
、

経
費
の
５
割
を
国
が
負
担
す
る
と
い
う
⾼
齢

者
な
ど
に
対
す
る
ご
み
出
し
⽀
援
の
積
極
的

な
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

留
萌
市
で
は
、
ご
み
分
別
の
困
難
な
⾼
齢

者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
、
⽀
援
策
を
考
え
る
の
か
を
お

聞
き
し
た
い
。

答
弁

留
萌
市
で
は
現
時
点
で
、
ご
み
分
別

の
困
難
な
世
帯
の
状
況
を
把
握
し
て
い
な

い
。
道
内
各
市
の
実
施
内
容
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
ご
み
出
し
支
援
の
実
施
に
向
け
、
対

象
世
帯
や
支
援
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い

く
。

萌
⾼
校
へ
の
衛
⽣
看
護
科
誘
致
に
よ
る
⼈
材

育
成
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

答
弁

経
済
界
と
の
連
携
を
強
め
、
国
や
北

海
道
の
施
策
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
、
雇
用
の
確
保
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、過
去
の
取
り
組
み
の
経
過
に
よ
り
、

看
護
師
養
成
施
設
の
誘
致
は
困
難
で
あ
る
た

め
、
修
学
資
⾦
貸
付
制
度
を
活
用
し
、
看
護

師
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後
は
、

私
学
や
サ
テ
ラ
イ
ト
的
な
も
の
も
含
め
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

留
萌
港
南
岸
整
備
に
つ
い
て

　

⽼
朽
化
し
た
南
岸
の
整
備
計
画
と
、
釣
り

客
・
観
光
客
へ
の
対
応
、
留
萌
港
の
魅
力
を

ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

み
な
と
オ
ア
シ
ス
開
設
に
向
け
た
船
場
公
園

と
港
の
連
携
・
回
遊
性
に
つ
い
て
、
お
聞
き

し
た
い
。

答
弁

留
萌
港
港
湾
施
設
維
持
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
港
湾
施
設
の
管
理
と
安
全
対
策
を

野の
ざ
き崎　

良よ
し
お夫

無
　
会
　
派

無
　
会
　
派

横よ
こ
た田　

美み

き樹

萌
　
政
　
会

萌
　
政
　
会
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【総務費】
関係・交流人口創出事業の新たな
取り組みは。
スポーツに加え、演劇などの文化
系の合宿も支援したい。
公共施設官民プロジェクト事業に
昨年の７倍の予算が計上されてい
る理由は。
公共施設の建て替えに向け、官民
協議体を設置し、社会教育施設な
どの機能を有する施設の協議を行
う。また、委託料で専門的技術助
言や資料作成を見込んだ。
移住コーディネーターを委託する
目的は何か。
民間主体の移住者向け情報発信を
行うことで、移住定住に結び付く
体制を構築したい。
地域おこし協力隊の今年度の予定
は。
農業 1 人、観光 1 人、物産 1 人
を予定している。

【民生費】
寺子屋・るもいっこはどのような
役割を持っているのか。

子どもたちが抱える学習のつまず
きを解消し、体験活動を通じ、地
域で子どもたちが育む環境をつく
る役割がある。
乳児家庭訪問事業の目的は。
保健師と協力連携し、子育て情報
の提供をすることで、子育ての不
安や負担を軽減し、虐待や孤立を
防いでいく。

子補給金制度を４月から開始と考
えていたが、商工会議所とも連携
して、少しでも早く対応していき
たい。

【土木費】
 除雪対策事業で今年のような少
雪時の対策は。 
他市の状況を見ながら、来年度か
ら出動待機時の補償制度を検討す
る。
５件の申し込みがある道の駅チャ
レンジショップの調整はあるか。
品目の統一をはじめ、共同で経営
する形や予算の中で形を変え、１
店舗プラスすることも検討してい
る。

【教育費】
留萌中学校で整備されるテニス
コートはいつから使用できるか。
中体連後に整備する予定であるた
め、使用開始は秋の遅い時期とな
る見通しである。

冬季スポーツ環境整備事業で、
子どもの学びや遊びがどのように
取り組まれるのか。　　　　
神居岩スキー場に圧雪車を整備
し、留萌スキー連盟が行うイベン
トなどにも活用する。
給食費の公会計制度の導入に当
たっての見通しは。
1,400 食の会計処理には、専用の
電算システムが必要であり、半年
前から準備をしなければならな
い。現在、課題の整理・調査を進
めている。

【衛生費】
合同墓に墓誌を設置してほしいと
の要望はないか。

市民からの要望はない。また、道
内の 2 市が墓誌を設置している
ものの、利用がないと聞いている。
古くなったクリーンステーション
の取り替えは考えていないのか。
主に鉄製の物を 12 基、新しいも
のに取り替えていく予定である。

【農林水産費】
スマート農業推進事業の内容は。
農業者の高齢化や、労働力不足を
解消するため、自動操舵トラク
ターの導入や、ドローンによる農
薬散布などのスマート農業を支援
する事業である。
新規漁業就業者支援事業の内容
は。
令和元年度に新規漁業者１人をは
じめ、令和２年度に予定している
新規就業者のための住宅支援など
がある。

【商工費】
新型コロナウイルスで、影響を受
けている事業者に対する支援は。
小規模事業者経営改善資金融資利

▲農作業の風景

▲北海道留萌高等学校

鵜う
し
ろ城　

雪ゆ
き
こ子

無
　
会
　
派

無
　
会
　
派

▲留萌中学校のテニスコート予定地

▲市営墓地に設置された合同墓

▲寺子屋・るもいっこの体験活動

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ
▲刺網漁業に従事する若手漁業者



議会です こんにちは議会です こんにちは

質
問

黄
金
岬
の
施
設
及
び
環
境
整
備
に
つ

い
て

　

昨
年
末
に
⽼
朽
化
の
た
め
解
体
さ
れ
た
オ

レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
の
ト
イ
レ
施
設
は
、
新
施
設

と
な
る
予
定
で
あ
る
が
、
ふ
る
さ
と
創
⽣
事

業
で
設
置
さ
れ
て
い
る
「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
設

備
」
も
劣
化
し
て
お
り
、
道
路
や
駐
車
場
に

は
雑
草
が
⽣
え
て
い
る
な
ど
、
観
光
地
と
し

て
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。

　

留
萌
一
の
観
光
入
込
数
を
誇
る
黄
金
岬
の

今
後
の
環
境
整
備
を
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

行
く
考
え
な
の
か
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

令
和
２
年
７
月
の
便
益
施
設
の
供
用

開
始
に
向
け
、
ハ
ー
ド
面
で
は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
設
備
の
撤
去
や
、
公
園
街
路
灯
の
設
置
な

ど
の
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で

で
は
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
、
地
元
観
光

協
会
な
ど
と
の
連
携
や
協
⼒
を
得
な
が
ら
、

来
訪
者
の
満
足
度
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

小
沼質

問

加
齢
性
難
聴
の
⽀
援
に
関
わ
る
施
策

に
つ
い
て

　

市
長
の
市
政
執
行
方
針
の
中
に
あ
る
「
⾼

齢
者
が
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
」「
⾼
齢

者
の
社
会
参
加
の
推
進
」
を
実
現
す
る
た
め

に
も
、
軽
度
中
程
度
の
難
聴
の
方
た
ち
の
た

め
の
助
成
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

答
弁

独
自
の
支
援
は
難
し
い
が
、
聴
覚
障

害
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
場

合
は
、補
聴
器
購
入
費
補
助
の
対
象
と
な
る
。

補
助
制
度
を
周
知
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
、
説
明

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

質
問

教
員
の「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
制
」

導
入
の
課
題
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
⼦
ど
も
が
登
校
す
る
学
期

中
を
10
時
間
勤
務
と
し
、
夏
休
み
は
勤
務
時

間
を
短
く
し
、
期
間
全
体
の
平
均
時
間
を
８

海
道
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
情
報

を
共
有
す
る
ほ
か
、
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
検
討
し
た
い
。

質
問

保
育
園
舎
改
築
の
考
え
は

　

市
内
３
保
育
園
の
園
舎
は
建
築
さ
れ
て
か

ら
、
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
、
⽼
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
改
築
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁

昨
年
、
保
育
園
を
運
営
す
る
留
萌
萌

幼
会
か
ら
、
保
育
園
移
転
改
築
基
本
構
想
を

策
定
し
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
新
園
舎
の
建

築
を
行
い
た
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。
そ
の

際
、「
３
園
を
２
園
体
制
に
し
、
現
在
の
保

育
士
数
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
児
童
を
受

け
入
れ
た
い
」
と
の
意
向
だ
っ
た
。

　

場
所
や
運
営
の
あ
り
方
、
財
源
の
確
保
な

ど
整
理
す
べ
き
項
目
に
つ
い
て
は
、
２
年
度

に
留
萌
萌
幼
会
と
協
議
を
重
ね
て
い
き
た

い
。

時
間
に
収
め
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
制
度
。

業
務
が
減
ら
な
い
限
り
、
こ
の
制
度
を
導
入

す
る
前
提
は
な
い
と
思
う
が
、考
え
を
伺
う
。

答
弁

教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
固
定
化
を

助
長
し
、
過
労
死
や
離
職
が
懸
念
さ
れ
る
と

い
う
声
が
あ
る
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
る
上
の
一
つ
の
選
択

肢
と
し
て
、
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
、
直

接
的
に
教
職
員
の
長
時
間
労
働
を
、
縮
減
す

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

教
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
わ
る
各
制
度
を

有
効
に
活
用
し
、日
々
の
教
職
員
の
業
務
や
、

勤
務
時
間
の
縮
減
を
図
る
取
り
組
み
を
、
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

戸
水質

問

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
市
民
へ
の
啓
発
に
つ
い

て
　

第
２
期
総
合
戦
略
の
中
で
、
行
政
と
し
て

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
を

推
進
す
る
べ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
ゴ
ー

ル
の
ア
イ
コ
ン
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
は
、
市
民
も
共
に

取
り
組
め
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
市
民
へ
の
啓
発
の
機
会
を
設
け
る
お
考

え
は
な
い
か
。

　

そ
の
際
に
は
、
２
０
３
０
年
の
ゴ
ー
ル
に

向
け
、
併
せ
て
留
萌
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
場
と
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

市
内
の
企
業
や
団
体
な
ど
が
幅
広
い

分
野
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
北

留萌市議会だより

質
問

駐
屯
地
の
必
要
性
ア
ピ
ー
ル

　

陸
上
自
衛
隊
留
萌
駐
屯
地
要
望
活
動
事
業

予
算
化
の
考
え
を
伺
い
た
い
。
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
環
境
整
備
事
業
と
し
て
、
圧
雪
車
の
購
入

予
定
だ
が
、
目
的
を
確
認
し
た
い
。

　
「
三
泊
の
元
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
を
演

習
場
と
し
て
、
整
備
し
て
は
」
と
い
う
意
⾒

が
上
が
っ
て
い
る
。
市
長
の
考
え
を
伺
い
た

い
。

答
弁

駐
屯
地
内
施
設
の
改
修
整
備
、
演
習

場
等
の
整
備
強
化
な
ど
に
つ
い
て
北
海
道
防

衛
局
、防
衛
省
に
積
極
的
要
望
活
動
を
行
い
、

駐
屯
地
の
必
要
性
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
市

の
強
い
意
志
を
示
し
た
い
。

　

圧
雪
車
は
、冬
の
遊
び
場
の
環
境
づ
く
り
、

ス
キ
ー
競
技
の
人
材
育
成
、
神
居
岩
ス
キ
ー

場
で
の
駐
屯
地
訓
練
環
境
整
備
が
目
的
で
あ

る
。
部
隊
の
訓
練
能
⼒
向
上
の
た
め
、
演
習

場
の
環
境
整
備
に
で
き
る
限
り
協
⼒
し
て
い

く
。質

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
、
国
内
で

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
課
題
は

何
か
伺
う
。
留
萌
市
か
ら
は
、
感
染
者
は
出

て
い
な
い
が
、
感
染
病
床
の
受
け
入
れ
体
制

に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

答
弁

留
萌
市
立
病
院
は
、
第
二
種
感
染
症

指
定
医
療
機
関
で
、
感
染
症
病
床
４
床
を
設

置
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
正
し
い
情
報
を
丁
寧
に
伝
え

て
い
る
。入
院
が
必
要
な
感
染
者
が
発
生
し
、

感
染
病
床
だ
け
で
は
不
足
し
た
場
合
、
一
般

病
棟
を
感
染
病
棟
と
し
、
新
規
入
院
を
制
限

す
る
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
臨
時
休
校
が
長

期
化
す
る
な
ど
で
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

が
懸
念
さ
れ
る
。

芳
賀質

問

看
護
師
確
保
に
つ
い
て

　

留
萌
市
立
病
院
は
、
２
次
医
療
機
関
と
し

て
地
域
の
中
核
病
院
を
担
っ
て
い
る
。
医
師

確
保
と
と
も
に
、
看
護
師
確
保
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
確
保
策
を
行
っ
て

い
る
の
か
を
お
聞
き
い
し
た
い
。

答
弁

こ
れ
ま
で
、
看
護
師
修
学
資
⾦
貸
付

制
度
、
院
内
保
育
所
の
設
置
、
道
内
看
護
師

養
成
校
へ
の
訪
問
、
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
け
入
れ
、
看
護
師
養
成
校
の
実
習

潜
在
看
護
師
の
採
用
に
向
け
、
求
人
情
報
を

発
信
し
、
人
材
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

質
問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

国
は
、
地
方
へ
の
資
金
の
流
れ
を
飛
躍
的

に
⾼
め
る
た
め
、
企
業
の
税
控
除
を
現
行
の

３
割
か
ら
６
割
に
引
上
げ
る
措
置
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
留
萌
市
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
方
創

生
や
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
法
人
税

額
を
軽
減
す
る
制
度
で
あ
る
。
令
和
２
年
度

税
制
改
正
大
綱
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
拡
充
と
延
長
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

留
萌
市
で
は
現
在
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
回
の
税

制
改
正
を
踏
ま
え
、
活
用
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

受
け
入
れ
な
ど
で
、
採
用
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
は
、
修
学
資
⾦
貸
付
制
度
に

お
け
る
貸
付
け
人
数
枠
を
５
人
か
ら
10
人
に

ま
で
拡
大
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

小こ
ぬ
ま沼　

清き
よ
み美

無
　
会
　
派

無
　
会
　
派

戸と
み
ず水

美み

ほ

こ
保
子

留
萌
公
明
党

留
萌
公
明
党

村む
ら
や
ま山

ゆ
か
り

萌
芽
ク
ラ
ブ

萌
芽
ク
ラ
ブ

広報るもい　2020（令和２）年  ５月号 1617 広報るもい　2020（令和２）年  ５月号

▲冬季スポーツの環境整備が行われる「神
居岩スキー場」

▲看護師の確保が求められる市立病院

▲老朽化が進む市内の保育園

▲老朽化が進む黄金岬ライトアップ設備

▲聴こえを助ける補聴器

芳は

が賀　

博ひ
ろ
や
す康

民
　
　
　
主

民
　
　
　
主

インターネット中継
（YouTube）で
一般質問を見よう！

　令和２年第１回定例会一般質問を留萌
市議会ホームページにて録画配信してい
ますので、ぜひご覧ください。

　定例会（３月、６月、
９月、12 月開催）一般
質問のインターネット中
継を配信しています。



議会です こんにちは議会です こんにちは

　

平
成
21
年
度
に
交
付
を
凍
結
し
て
い

た
「
政
務
活
動
費
」
が
令
和
２
年
度
か

ら
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

政
務
活
動
費
は
、
地
方
議
会
の
議
員

に
政
策
調
査
研
究
な
ど
の
活
動
の
た
め

に
交
付
さ
れ
る
費
用
で
す
。
留
萌
市
議

会
で
は
、
平
成
14
年
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
留
萌
市
の
財
政
難
に
対

処
し
、
11
年
間
凍
結
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
使
途
の
明
確
性
や
透
明
性
を

確
保
す
る
こ
と
を
厳
守
し
、
１
議
員
月

１
万
円
を
毎
年
４
月
を
目
途
に
12
カ
月

分
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

政
務
活
動
費
を
充
て
る
こ
と
の
で
き

る
経
費
と
し
て
、「
調
査
研
究
費
（
旅
費
、

▲若者定住促進事業の説明を受ける
会派行政視察（高島市）

政
務
活
動
費
の
再
開

車
借
上
料
、
ガ
ソ
リ
ン
代
、
調
査
委
託

費
）」「
研
修
」（
会
場
使
用
料
、講
師
謝

礼
、
研
修
会
参
加
費
）」「
要
請
・
陳
情

活
動
費
」「
会
議
費
（
会
場
使
用
料
）」

「
資
料
作
成
費
（
印
刷
製
本
費
、コ
ピ
ー

代
」
な
ど
で
、
政
務
活
動
費
の
経
理
状

況
を
常
に
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
政
務
活
動
事
業
実
施
報
告

書
を
提
出
し
、
収
支
報
告
書
を
年
度
ご

と
に
留
萌
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
こ
と
で
、
透
明
性
を
高
め
て
い

き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
よ
り
一
層
信

頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
議
員
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

留萌市議会だより

こんなことこんなことがが決まりました決まりました 令和２年 第１回定例会
３月３日〜12日

　令和２年第１回定例会が10日間の会期で開催され、報告４件、議案29件、意見書案1件などを審
議しました。

【報　　告】
◦専決処分の報告について
◦議長の動向について ほか２件 …………………… 　  了
【議　　案】
◦令和2年度留萌市一般会計予算
◦令和2年度留萌市国民健康保険事業特別会計予算
◦令和2年度後期高齢者医療事業特別会計予算
◦令和2年度留萌市介護保険事業特別会計予算
◦令和2年度留萌市港湾事業特別会計予算
◦令和2年度留萌市下水道事業特別会計予算
◦令和2年度留萌市水道事業会計予算
◦令和2年度留萌市病院事業会計予算　
◦留萌市一般職員給与条例の一部を改正する条例制定について
◦「若者たちが萌えるまち」留萌市応援寄附条例の一部を改正する条例制定について
◦留萌市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について
◦財産の取得について
◦留萌市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について　　　ほか16件 …………………… 原案可決
【意見書案】
◦中高年のひきこもりに対する実効性のある支援と対策を求める意見書　　　……………………  原案可決

　新型コロナウイルス感染予
防対策として、会期の短縮や
傍聴席の閉鎖、議場でのマス
ク着用義務など、まれに見る
体制での定例会となりました。
　緊張感が漂う中、令和２年
度の予算審査特別委員会では、
防災対策や６月下旬オープン
予定の「るもい道の駅」につ
いて、除雪委託費のあり方な
どを審査し、決定しました。
　寄附総額３億円を目指して
いる「ふるさと納税」留萌市
応援寄附金は、使途について
指定がない場合、市長が特に
必要と認める重点事業の財源
として活用できる条例が制定
され、寄附者の想いが留萌市
のまちづくりに有効に活用さ
れることとなりました。
　市民の皆さんと共に、新型
コロナウイルス感染防止に努
めていきます。（ゆ）

編集後記編集後記 各 組 合 議 会 か ら の 報 告各 組 合 議 会 か ら の 報 告

　令和２年留萌消防組合議会第１
回定例会を３月 23 日に開催し、
「令和元年度留萌消防組合補正予

算（第３号）」、「令和２年度留萌消防組合予算」他３件を審議し、

留萌消防組合議会

　２月 20日に開催した留萌南部
衛生組合議会第１回定例会では、
令和２年度同組合予算をはじめ、

議案５件を審議し、可決しました。新年度予算は、歳入、歳出そ

留萌南部衛生組合議会

可決しました。新年度予算は、歳入・歳出予算総額を５億 8,094
万 7,000 円としました。特に高規格救急自動車２台体制から３
台体制へと増大され、安全かつ迅速な救急出動が可能となります。
また、全員協議会では、令和元年火災救急出動概要、留萌消防組
合議会行政視察について、説明がありました。

れぞれ８億 2,511 万 4,000 円としまし
た。また、野崎議長から「議員協議会には、
組合議会の運営に課題があるため、８月
の定例会までに整理したい」との説明が
ありました。

広報るもい　2020（令和２）年  ５月号 1819 広報るもい　2020（令和２）年  ５月号

▲東京で開催された「全国地方議会
サミット2019」

令和元年度下半期 留萌市議会議員出席状況（10月１日〜３月31日）

※（公）は公の要件による欠席

※（病）は入院などによる欠席

※（監）は監査による欠席

※（―）は出席対象外の会議

※委員会は開催状況によって
　出席回数が異なる
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